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特集
日本研究の過去・現在・未来
　「政治学」 「経済学」 「文学」 「歴史学」 「文化人類学」など、アカデミアにおいて古くからディシプリンが確立していて、 「〜学」という呼称が定着し いる学問分野と比べた時に、 「ポピュラー・カルチャー研究」 、 「ポップカルチャー研究」あるいは 大衆文化研究」というと、そこ 含まれるべきジャンルについての捉え方は様々であり、厳密な意味でのその定義が共有されて る訳でもない︒一般的には、マンガ、アニメ、ゲームと った、経済産業省が
「クール・ジャパン」と
括くく
っているような分野が中心となることは
ある程度共通の理解になっているが は クール・ジャパン」に含まれ 日本の食文化や茶道・華道 どについてはどう ︒あるいは、 「映画」というメディア つ は欧米で盛んな「フィルム・スタディーズ」という独立した分野 捉える考え方もあるが、マン
ガ、アニメなどとの密接な関係性からはこれを「ポピュラー・カルチャー研究」の一つのサブ・ジャンルと捉えて内包させる考え方もある︒さらには、 「ポピュラー カルチャー研究」にはファッション、建築、Ｊポップ
（音楽）
から食玩
（フィギュア文化）
、メイド喫
茶、ＡＶアイドルまでも含みうる︒本論考では、それ 全 を含めた緩やかな概念としての「ポピュラー・カルチャー研究」という立場をとりたい︒　
まず、本稿のタイトルを「日本の
000
ポピュラー・カルチャー研究の
昨日・今日・明日」ではなく「
日本
00
ポピュラー・カルチャー研究
〜」としたのは、前者だと「日本における
（海外での事象を対象と
したものを含む）
ポピュラー・カルチャー研究」という意味にも取
れて まうからで、ここで扱おう 思ってい のは、あくまでも
日本ポピュラー・カルチャー研究の「昨日・今日・明日」
谷川建司
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「
日本発の
0000
ポピュラー・カルチャーについての
（海外の研究者による
アプローチを含む）
研究」の動向を考えているからである︒また、
「日本ポピュラー・カルチャー研究の
過去・現在・未来
0
0
0
0
00
」とせずに、
「〜の
昨日・今日・明日
0
0
0
0
00
」としたのにもそれなりの訳がある︒ここ
で対象として想定している「ポピュラー・カルチャー」の定義や範囲としては、現在の「旬の話題」
（
C
urrent Topic ）
として主として若
者によってリアルタイムで享受されている若者文化
（
Youth C
ulture ）、
都市文化
（
U
rban C
ulture ）、現代文化
（
M
odern C
ulture ）
などの緩やか
な総称としてのそれであり、例えば「歌舞伎 などの文化は、現代においても中高年を中心に、また一部若者にも享受されているし、それが生まれた時代 おい は明らかに「ポピュラー・カルチャー」だったとはいえ、今日的な意味での「ポピュラー・カルチャー研究」という 普通は想定されないだろうか 一応除外する、ということになる︒とすると、百年前はとんがったチャー」だったけれども今ではむしろ「伝統文化」 カテゴライズされるような「過去」の流行文化ではなく、十年前や十年後がどうであるかは判ら いにしても、いまそこにある問題意識として昨日も、一年前も、そして明日も、一年後も「旬の話題」とし 認識されている ろうような事象を研究対象とした「ポピュラー・カルチャー研究」の動向とい から 「 日」という地点断絶感のある「過去」 「未来」ではなく、 「今日」との連続性が前提
となる「昨日」 「明日」の方が相応しいと思うのである︒　
もう少し違った視点で考えるならば、筆者がまだ学生だった三十
年以上前の「過去」には研究の対象とはとても見做されなかったような領域でも、今では立派な 対象となり、博士論文のテーマとしても認められるようになった領域というものがある訳で、そ こそがここでいうところ 日本のポピュラー・カルチャー」ということである︒例えば一九六四年六月公開のイタリア映画に﹃昨日・今日・明日』とい 作品があ ︒
――
三十年前であれば、同作品の
監督であるビットリオ・デ・シーカ いうイタリア映画界の巨匠ついてであれば映画作家研究として論文 テーマとなり得ただろうが、 ﹃昨日・今日・明日』と 自体は作品分析 対象としては不適格と見做されていただろう なぜな ば、この作品は艶笑コメディであり、妻が投獄されるのを避けるために次から次へと妊娠・出産させる男を描いたエピソードなどを扱っているからである︒臨月姿の
0000
ソフィア・ローレンの立ち姿に「スタミナに敬礼！」のコ
ピーを付けたこの作品は その内容ゆえに配給会社の日本ヘラルド映画によって小野薬品の強壮剤「リキホルモ」と タイアップが大々的に行われ、そ 強壮剤のＣＭソング「昨 今 ・明日」を、当時まだ高校生だ た奥村チヨが唄っていた︒今なら 、映画宣伝と製薬会社とのタイアップの在り方にしても ＣＭソング しても、高校生アイドル歌手 しても 立派に博士論文のテーマと るだろ
日本ポピュラー・カルチャー研究の「昨日・今日・明日」
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う︒　
さて、それではそういった意味での「日本のポピュラー・カル
チャー」への関心が高まり、研究対象として提案され、受け入れられ、認知されるようになったのは一体いつ頃のことだったのだろうか︒少なくとも、一九九〇年代には東アジアや東南アジアにおいて日本のポピュラー・カルチャー 極めて高い人気を獲得していたことは岩渕功一も指摘してい ところだが
（岩渕、二〇〇一年）
、個々
の研究者の関心がそういった「日本のポピュラー・カルチャー」に向かい始めた はもう少し後のことではないかと思う︒研究者の関心が「日本のポピュラー・カル に向か 始めたの一九九〇年代 後半、つまり今から二十年ほど前あたりからだったにしても、そういった事象を捉えて分析を試みた本格的な論考が出てくるのは う少し時間が経った、二〇〇〇年代に入ってからくらいのことではなかっただろうか︒　
国立情報学研究所のデータベース「
C
iN
ii A
rticles 」で検索ワード
として「ポピュラー・カルチャー」を入力して検索すると瞬時に二〇四件の結果が出てくる
（最終閲覧：二〇一七年一月四日）
が、そ
れらの中で、本論考で想定している
（海外での事象を含まないという
意味で）
狭義の「日本のポピュラー・カルチャー」を扱っていると
思われるものとして目を引く は、早い時期のものでは矢部恒彦の「ポピュラー・カルチャーとしての都市景観研究」
（二〇〇〇年、
二〇〇一年、二〇〇五年）
、岡田章子による「女性雑誌における欲望
の主体化と消費のイデオロギー
――
80年代﹃
an・
an 』におけるタイ
トル・レトリックの分析」
（二〇〇一年）
、周典芳の「叶姉妹考
――
カルチュラル・スタディーズの視点から見るボディメイキング」（二〇〇二年）
といったあたりである︒二〇〇〇年前後というと、筆
者がちょうど一九九九年から二〇〇〇年に けて米国のコロンビア大学に客員研究員として滞在していた時期にあたる︒筆者自身の経験を踏まえて述べるならば、筆者にコロンビア大学東アジア研究所の研究室を貸し くれていた
（そして自身は入れ替わりに日本に、お
そらくは日文研﹇国際日本文化研究センター﹈にいたと記憶してい が）ヘンリー・Ｄ・スミス
（
H
enry D
. Sm
ith ）
が、元々の専門である浮世
絵などから研究対象 広げて、 ﹃新世紀エヴァンゲ オン』を研究している、と聞いても当時は だまだ道楽にしか思えな った
（そ
の意味でスミスの問題意識は一歩先 行っていた）
し、一九九九年
十一月から十二月に けてニューヨークのバーガーキングのキッズ・ミールにポケモン カードとおもちゃが付 てく キャンペーンが行われていて、異常 人気を博していたという記憶はあるもの、それがやが 論文のトピック なりうる事象であるとは当時は思いもしなかったというのが正直 ところだ︒　
だが、世の中全体が「日本のポピュラー・カルチャー」への視線
を熱くし始めていたのがこの時期であることは間違いな 、振り
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返ってみればパリで第一回「ジャパン・エキスポ
（
Japan E
xpo ）」が
開催されたのも二〇〇〇年のことだった︒ 「ポピュラー・カルチャー」を学問として扱う主戦場として想定されていたカルチュラル・スタディーズに関する入門書などが日本で相次いで刊行されたのも、一九九九年から二〇〇 年にかけてのことだ︒また、この分野の論考集としては最初期の試みであったと思われる、ジョン・ホイッティア・トリート
（
John W
hittier Treat ）
の
C
ontem
porary Japan and 
Popular C
ulture
が刊行されたのはやや早い一九九六年、またティモ
シー・クレイグ
（
T
im
othy J. C
raig ）
が編んだ
Japan Pop!: Inside the W
orld 
of Japanese Popular C
ulture
が出たのは二〇〇〇年だ︒後者は編者を含
めて十七名の研究者の論考を収録したもので、カナダのヴィクトリア大学アジア太平洋イニシアテ ヴ
（ＣＡＰＩ）
での研究活動が
ベースとなっている︒ゴジラ、美空ひばりからコム・デ・ギャルソン、吉本ばな 、カラオケまで雑多なトピックを扱っている前者の場合も含めて、これら初期の論考集は 今日的な視点で見れば何をもって「ジャパン・ポップ」と位置付ける かについての統一的な指針がないままに寄せ集めた感が強いし、やや古臭い
（つまり十七
年後の二〇一七年時点では最早「過去」の事象となったような）
トピッ
クも含まれているものの まずは何か形にしてこの分野への関心を喚起するという点にお ては大きな意味をもったプロジェクトだったはずであ ︒ た、一九九九年と二〇〇〇年の二度 共同調査に
参加した日韓の研究者たちによってまとめられた朴
パク
順スン
愛エ
・土屋礼子
編﹃日本大衆文化と日韓関係
――
韓国若者の日本イメージ』も
二〇〇二年に刊行されているが、このプロジェクトも「日本のポピュラー・カルチャー」についての国際的な研究の枠組みを提示した試みとして重要で、ま 収録された個々の論考の相互の関連性は高いとは言えずそれぞれの筆者の専門分野に特化したものではあるものの、付録として収録さ た「韓国若者の日本キャラクター意識と対日イメージ形成」 「韓国若者 テレビアニメ意識と対日イメジ形成」のデータは、後続の研究者たちにとって 有益な情報ソースとなり得た貴重な成果だったと言えよう︒　
また、 「日本のポピュラー・カルチャー」についての個々の研究
ではなく、 「日本のポピュラー・カルチャ 」が注目すべき事象であることを指摘し、その位置付けを試みよう するような論考も、二〇〇一年くらいから目に付くようになってきた︒今日の「クール・ジャパン」に繫がってくる概念として ダグラス・マックグレイ
（
D
ouglas M
cG
ray ）
による論文
Japan ʼs G
ross N
ational C
ool が
Foreign 
Policy
誌上に掲載されたのは二〇〇二年であり、日本の研究者では
岩渕功一の﹃トランスナショナル・ジャパン
――
アジアをつなぐポ
ピュラー文化』が二〇〇二年に刊行されている︒日本でも翻訳本が出て話題となったジョゼフ・ナイ
（
Joseph N
ye ）
の
Soft Pow
er: T
he 
M
eans to Success in W
orld Politics （ ﹃ソフト・パワー
――
21世紀国際政治を
日本ポピュラー・カルチャー研究の「昨日・今日・明日」
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制する見えざる力』日本経済新聞社、二〇〇四年）
が刊行されたのは
二〇〇四年だった︒　
様々な学問分野の研究者が集まって一定期間の共同研究を行う形
や、単発のワークショップやシンポジウムを開催して議論していく形での「日本 ポピュラー・カルチャー」についての研究というものも、二〇〇〇年代に入ってから活発に行われるようになっ きた︒日文研で二〇 三年から二 〇六年にかけて開催された山田奨治を代表とする共同研究会「コマーシャル映像にみる物質文化と情報文化」
（山田班）
もそうした試みの一つだったと位置付けられよう︒
この共同研究会では、テレビＣＭという素材を用いてどのような研究が可能か、という問題意識からスタートし、個々のメンバーの発表に対する徹底的な議論をベースに研究を積み重ね、最終的 は国際研究集会「売る文化、売られた文化
――
テレビコマーシャルによ
る文化 を探る」
（二〇〇六年三月）
を開催したうえで、二〇〇七
年に山田奨治編﹃文化としてのテレビ・コマーシャル』
（世界思想
社）
としてまとめられた︒単発のワークショップをベースとした共
同研究の成果としては、例えば二〇〇四年に国士舘大学アジア・日本研究センターで行われたワークショップでの が、二〇 五年に土佐昌樹・青柳寛編﹃越境するポピュラー文 と︿想像のアジア﹀ 』
（めこん）
として刊行されている︒
　
こうした共同研究会や単発のワークショップは、そこに参加する
個々の研究者同士の新たなる連携の枠組みに繫がってくるケースが多いのだが、例えば日文研共同研究会山田班のメンバーだった北京外国語大学の呉咏梅は、二〇〇七年に同大学で開催された国際シンポジウム「二十一世紀における北東アジアの日本研究」の分科会として「東アジア地域における日本ポピュラー・カルチャー というパネルを企画し、ここにやはり山田班にいた谷川建司と、香港大学の王向華が参加したことで、こ 三人で新たな枠組みで 「日本のポピュラー・カルチャー」についての国際共同研究を香港大学で行っていくことになり、二〇〇八年三月にその第一回目の試 として
C
onference: Japanese Popular C
ulture in A
sia
を開催した︒その後、
二〇〇九年二月に第二回目の
C
onference: Intercultural Flow
 in E
ast A
sia
を、 一〇年二月には 三 目の
W
orkshop: N
ew
 Possibilities of 
Trans A
sian A
nim
e Studies を開催し、改めてこの枠組みを
A
sian G
lobal 
C
ultural Forum
 （ＡＧＣＦ）
と名付けてさらなる活動を行っていくこ
ととなった︒ちなみに、ＡＧＣＦではそのメンバーを固定化しない方針を り、主宰者の個人的なネットワークによって「日本のポピュラー・カルチャー」に関心をもつ研究者たちに広く 呼びかけ、また投稿募集
（
C
all for Paper ）
を広く流通させて大学院生など
の若手研究者からの応募を募った︒そし 、常にオープンな議論の場を確保しつつ、日本、韓国 中国、香港、台湾といった東アジアの研究機関に属する研究者たちを中心に、イギリスやデンマーク、
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オーストラリアなどそれ以外のエリアで「日本のポピュラー・カルチャー」に関心をもつ研究者たち 緩やかなネットワークとして機能させる方向性で運営された︒この方針の下、日文研の山田奨治、神戸大学の油井清光、韓国湖南大学の朴順愛、英国の漫画研究者ヘレン・マッカーシ
（
H
elen M
cC
arthy ）、国士舘大学での「越境する
ポピュラー文化と︿想像のアジア﹀ 」に参加していたコペンハーゲン・ビジネススクール ブライ ン・モラン
（
B
rian M
oeran ）
といっ
たメ バーの参加も得て、その後も二〇一〇年八月に
A
G
C
F 
W
orkshop: T
he Past, Present and Future of Popular C
ultures through T
V
 &
 
M
ovies Industry: Intercultural &
 Transcultural Flow
 in E
ast A
sia
を、同年
十二月には
A
G
C
F W
orkshop: T
he E
ast A
sian C
ultural Policies in Postw
ar 
E
ra : From
 M
odernization to G
lobalization
を、また二〇一三年三月には
Politics of C
reative Industries: C
ritical R
eﬂections
をそれぞれ開催した︒
これら計六回のワークショップの成果は、これまでに日本で六冊、中国で二冊の論考集として刊行されている︒即ち、青弓社から刊行された谷川建司・王向華・呉咏梅編による﹃拡散するサブカルチャー
――
個室化する欲望と癒しの進行形』
（二〇〇九年）
、 ﹃越境
するポピュラーカルチャー
――
リコウランからタッキーまで』
（二〇〇九年）
、 ﹃サブカルで読むナショナリズム
――
可視化される
アイデンティティ』
（二〇一〇年）
、 ﹃サブカルで読むセクシュアリ
ティ
――
欲望を加速させる装置と流通』
（二〇一〇年）
、谷川建司・
王向華・須藤遙子・秋菊姫編﹃コンテンツ化する東アジア
――
大衆
文化／メディア／アイデンティティ』
（二〇一二年）
、森話社から刊
行された谷川建司・須藤遙子・王向華編﹃東アジアのクリエイティヴ産業
――
文化のポリティクス』
（二〇一五年）
、そして山東人民出
版社から刊行された呉咏梅 王向華 谷川建司 越境的日本大衆文化』
（二〇一〇年）
、 ﹃泛亜洲動漫研究』
（二〇一二年三月）
である︒
　
個別の研究成果に関して述べるならば、同じ「日本のポピュ
ラー・カルチャー」に関するものであっても、トピックによってその研究の蓄積の多寡にはかなり差があり、元々少なくとも欧米においては独立した学問分野としての蓄積を有する「映画」に関する研究や、とりわけ海外の研究者の関心が高い分野 るマンガ／アニメについての研究成果は量も く、また早い段階から多く刊行されているのに対し 、ファッションや建築、Ｊポップ、食玩 メイド喫茶、ＡＶアイドルなどといっ ニッ なジャンルになると、当然ながら量・質とも まだまだ層が薄い︒　
マンガ／アニメに関する研究書はそれこそ百花繚乱で、個別の作
家、例えば手塚治虫や宮崎駿に関するものなどは映画における黒澤明、小津安二郎か 北野武に至る作家研究 同様に枚挙にい がないが 海外の研究者による本格的な論考としてはヘレン・マッカーシーによる
T
he A
rt of O
sam
u Tezuka : G
od of M
anga
や、スーザン・
Ｊ・ネイピア
（
Susan J. N
apier ）
による﹃現代日本のアニメ
――
『
Ａ
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ＫＩＲＡ』から『千と千尋の神隠し』まで』あたりが目立った成果と言えるだろう︒また、海外・日本を問わず、マンガ／アニメについての注目すべき個別の論考に関しては、大学などのいわゆる専門的な教育研究機関に属さない立場の著者によるものが多いというのが明らかな特徴で、それは取りも直さずこのジャンルへの興味関心がアカデミアという狭い世界では く、メディア企業や役所 で情報を発信する側の立場の人たち、つまり言わばオーディエ ス、読者としてそれらを受容している一般の人たちをリード いく立場でマンガ／アニメと接して る情報発信者たち ぜひとも伝えたいという熱意、驚き、欲求、使命感と った感情に基づいて醸成されてきたという事実 示している︒具体的に書名をいくつか挙げるならば、朝日新聞記者である草薙聡志 ﹃アメリカで日本のアニメは、どう見られてきたか？』
（徳間書店、二〇〇三年）
、ニューヨー
クをベースとしたライター＆エディターであ ローランド・ケルツ（R
oland K
elts ）
による、
JA
PA
N
A
M
ER
IC
A
 : H
ow
 Japanese Pop C
ulture has 
Invaded the U
.S. （
Palgrave M
acm
illan, 2006 ） （ ﹃ジャパナメリカ
――
日本発
ポップカルチャー革命』ランダムハウス講談社、二〇〇七年）
、総合メ
ディア企業ビズメディアＣＥＯである堀淵清治による﹃萌えるアメリカ
――
米国人はいかにしてＭＡＮＧＡを読むようになったか』
（日経ＢＰ社、二〇〇六年）
、エッセイストのパトリック・マシアス
（
Patrick M
acias ）
による﹃オタク・イン・ＵＳＡ
――
愛と誤解のＡｎ
ｉｍｅ輸入史』
（太田出版、二〇〇六年）
、広告代理店勤務のフレッ
ド・ラッド
（
Fred Laderm
an ）
と研究者ハーヴィー・デネロフ
（
H
arvey 
D
eneroff ）
による﹃アニメが「ＡＮＩＭＥ」になるまで
――
鉄腕ア
トム、アメリカを行く』
（ＮＴＴ出版、二〇一〇年）
、経済産業省勤
務の三原龍太郎による﹃ハルヒ
　
ｉｎ
　
ＵＳＡ
――
日本アニメ国際
化の研究』
（ＮＴＴ出版、二〇一〇年）
といったものが挙げられよう︒
　
一方で、ニッチなジャンルの研究書としては、音楽に関するもの
は比較的蓄積があるものの、アイドル文化、ギャル文化、 「かわいい」文化、ロリコンといった領域になると途端に心もとなくなり、ドナルド・リチー
（
D
onald R
ichie ）
の﹃イメージ・ファクトリー
――
日本×流行×文化』
（青土社、二〇〇五年）
、仲川秀樹﹃メディ
ア文化の街とアイドル』
（学陽書房、二〇 五年）
、松谷創一郎﹃ギャ
ルと不思議ちゃん論
――
女の子たちの三十年戦争』
（原書房、
二〇一二年）
、古賀令子﹃ 「かわいい」の帝国
――
モードとメディア
と女の子たち』
（青土社、二〇〇九年）
、高月靖の﹃南極一号伝説』
（バジリコ、二〇〇八年）
、及び﹃ロリコン』
（バジリコ、二〇〇九年）
といった特定 著者による特定の成果が思い浮かぶくらいである︒　
さて、ざっと駆け足で「日本のポピュラー・カルチャー」につい
ての「昨日」から「今日」にかけての状況を概観してきたが、そんな中で「日本のポピュラー・カルチャー」研究 拠点として期待さ
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れている日文研の役割について触れておきたい︒二〇一四年度の日文研の共同研究は全部で十六の研究課題が進行していたが、その中で全体の約三分の一にも及ぶ実 五つの共同研究会が広 意味での「日本のポピュラー・カルチャー」に関係するものであった︒具体的には、 「昭和戦後期における日本映画史 再構築」
（代表：谷川建
司）
、 「昭和
40年代日本のポピュラー音楽の社会・文化的分析
――
ザ・タイガースの研究」
（代表：磯前順一）
、 「日本大衆文化とナショ
ナリズム」
（代表：朴順愛）
、 「おたく文化と戦時下・戦後」
（代表：
大塚英志）
、そして「マンガ／アニメで日本研究」
（代表：山田奨治）
の五つである︒おそらく、日文 の三十年の歴史の中でも、これほどまでに「日本のポピュラー・カルチャー」に対す ウェイトが高くなったことはなかったのではないかと思う︒そ ことは、それだけこの分野の研究への関心が高まって る い 事実を示していと同時に、この分野 関心をもって来日している海外から 研究者たちを含めて 人的資源が集中的に日文研という場所に集まっていているということ 即ち日文研が文字通り 「 本のポピュラ ・カルチャー」研究の中心地として機能し始めているこ を示していると言えるのではないだろうか︒五つ 共同研究会 うち、二〇一四年度単独または二〇一四年度が最終年度だ 三つの共同研究会についてはすでにその成果が論考集として出版され ︒即ち、磯前順 ・黒崎浩行編﹃ザ・タイガース研究論』
（近代映画社、
二〇一五年）
、朴順愛・谷川建司・山田奨治編﹃大衆文化とナショ
ナリズム』
（森話社、二〇一六年）
、谷川建司編﹃戦後映画の産業空
間
――
資本・娯楽・興行』
（森話社、二〇一六年）
である︒
　
もっとも、日文研が本当の意味で「日本のポピュラー・カル
チャー」研究の拠点として国内外のアカデミア・コミュニティにおいて認知されていくためには、単に一年間なり三年間なりの共同研究会を実施しました、というだけでなく、その成果を世に問い、時には厳し 批判の目に晒されながらも フィードバック 基 個々の研究内容を検証し、 らに継続的に研究を深めていくことが必要であること 明らかであろう︒また、ある程度の時間的経過の中で過去の共同 のあり方がどうであっ か、自己検証していく努力もまた必要であろう︒　
その意味でプロトタイプとなり得るのは日文研で二〇〇三年から
二〇〇六年にかけて開催された共同研究会「コマーシャル映像にみる物質文化と情報文化」
（山田班）
であるように思われる︒同研究
会は、前述の如く二〇〇六年三月に国際研究集会を開催 終了したが、テレビＣＭのアーカイヴスが日文研を始めとして京都精華大学や立命館大学アート・リサーチセンターなど京都に 中 ていたことから、その後も関西圏 研究者らが「テレビＣＭ プロジェクト」 して発展的に継続させている︒さらに当初の 究会の終了から十年目の節目である二〇一六年二月には、当時のメンバーが日
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文研に集まってシンポジウム「ＣＭ研究の展開と発展
――
日文研共
同研究からの一〇年」を開催し、この一〇年間のテレビＣＭ研究でどのようなことが明らかとなってきて、何がまだ不足しているのかを整理している︒こうした長いスパンでの特定分野の研究への取り組みという は簡単なよ でい なかなか難しいことだが、 「日本のポピュラー・カルチャー」研究のよう 比較的歴史 浅い、また先行研究の蓄積も少ない分野であればあるほど、単に物珍しいトピックで論文を発表してあとは知らんぷりとい のではなく 絶え間ない自己検証の積 重ねによってのみ研究分野としての成熟が期しうるのだということ 意識すべきであろう︒　
その上で、最後に今一度「日本のポピュラー・カルチャー」研究
の「明日」へ向けて何が必要なのかについ 整理して るならば、およそ次のような点が指摘できるだろう︒まず、マンガ／アニメ、あるいは映画研究にしてもそうなのだが、作家論や作品論 よう作品の作り手
（クリエーター）
を絶対視した表象文化論的なアプロー
チだけでなく、① れらの作品が生み出され、世 中に流通 受容されていくプロセス全体に目配せして、その様々な場面で関わっている人たちにフォーカ した論考を積み重ねて く必要性、②産業論的なアプローチ、表現の自由と規制の問題、国家戦略と 関わりなど、違った角度からポピュラー・カルチャーを捉える必要性そして、③個々の領域のポピュラ ・カルチャー研究を志向する研
究者が共通して利用できる一次資料のデータベース化の促進、といった点 指摘できよう︒　
いささか手前味噌だが、映画研究においてこの三つのうちの①と
②を念頭に置いて運営したのが日文研の二〇一四年度の共同研究会「昭和戦後期における日本映画史の再構築」であり、そのメンバーでさらに現在、③の方向性を確立 いくため 「オーラル・ヒストリー・アーカイヴス よる戦後日本映画史の再構築」という研究会が京都大学人文科学研究所で二〇一六年度から三年間 予定でスタートした︒また、日文研の図書館拡張に伴い 像アーカイヴスを充実させていくべく、現在、北浦寛之助教を中心に新たなプロジェクトが始まっ る テレビＣＭのデータベース つ ては十年前の共同研究会「コマーシャル映像 みる物質文化と情報文化」
（山
田班）
でＡＣＣ賞受賞作品のデータベースを作っているが、マンガ
やアニメ データベースにつ ても現在継続中 共同研究会「マンガ／アニメで日本研究」
（山田班）
で既存のデータベースの情報の
集約に取り組ん いる︒　
今から十年後に、日文研の四十周年記念で今一度「日本ポピュ
ラー・カルチャー研究の昨 ・今日・明日」が書かれるとき それが二〇一六年時点でのも とどう変わってくるのか、期待を込めて今後もこの分野の研究に関わって きたいと思う︒
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